
花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和６年１０月１日 №４６

トイレットペーパーの芯、その後…

現在の保健室の「トイレットペーパーの芯を返す箱」の様子が
右の2枚の写真となります。芯が潰されていることは前回同様です
が、芯が全部立てられていました。たまたまだろうかと思い、数
日たってからまた見に行ってみると潰された芯がこの日も立てら
れていました。このような芯の返し方が定着しているようです。
前回は、芯を潰すことを考え、自主的に取り組んだ様子を紹介

しましたが、今回はきちんと整頓して立てて入れるという工夫が
加わっていました。この返し方であれば箱にはたくさんの芯が入
りますし、何より目にする人も気持ちがよくなると思います。
この経緯について養護教諭の渡邉先生に聞いてみると、教員が指導したことではなく、保健室掃

除やトイレ掃除で芯を返しにくる子たちが考えてやり始めたそうです。それがこれに関わるみんな
に広まり定着していったそうです。
きっと前回の学校だよりで、「自主的な取組のよさ」について記しましたが、「まだ一工夫でき

る」「もっと整頓したらどうだろう」と感じた子もいた（吉浜小学校だより「花咲く明日を」はタブレ
ット端末のロイロノートの資料箱に保存してあり、子どもたちも見ることができるようになっています）のでし
ょう、芯を返す箱はこのような形に大きく進化しています。自分たちにできることを積極的に進め、
それを学校のスタンダードにしてしまう子どもたち、大変心強く感じます。

交通安全ポスター～入賞おめでとうございます～

☆優秀賞
１の３ 髙倉 凜 ２の２ 都築 大和 ３の３ 大西 莉央
４の４ 横井乃々葉 ５の４ 矢野 奏 ６の２ 野々山侑花

☆入選
１の３ 鈴木 一華 １の４ フィン アキコウ ２の２ 吉田 那月
２の３ 綾城 瑠姫 ３の１ 山口 奏太 ３の３ 鈴木 緋那
４の２ 清水 虹菜 ４の２ 杉浦 智拓 ４の３ 高木 晴矢
５の１ 磯部 太耀 ５の３ 神谷 陸斗 ５の３ 内藤 新
６の３ 花井 萌彩 ６の４ 杉浦 花梨 ６の４ 辻 花音

☆佳作
１の１ 山下 実優 １の２ 齋藤 心遙 １の４ 桑村 結菜
２の１ 浅井 百音 ２の２ 矢野凛太朗 ２の４ 古橋 優杏
３の２ 池野 愛奈 ３の４ 鹿島 海煌 ３の４ 友利 琉翔
４の１ 小嶋優衣花 ４の４グエン チュウオン ヴィ
５の３ 綾城瑠々愛 ５の４ 藤平すみれ ６の４ 興梠 尊良
６の４ 若山 結菜

５月２２日の吉浜小学校だより「花
咲く明日を」No.１６で左の写真を載
せ、トイレットペーパーの芯の片付け方
について記しました。「すぐにいっぱい
になり転がり落ちてしまうので芯を潰
して入れている」という4年生の子たち
の自主的な取組を紹介しました。



花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和６年１０月４日 №４７

交通安全教室
幼稚園児、１年生、そして３年生が参加する交通安全教室。トラックの巻き込み事故や飛び出し

事故の再現を見せてもらい、３年生についてはさらに自転車の安全な乗り方について公道走行を通
して教えていただく予定でした。残念ながら雨天のため３年生のみが体育館で交通安全のお話を聞
くという形で実施しました。この日は、碧南警察署交通課の近藤さん、高浜市役所防災防犯グルー
プの神谷さんにお話をしていただきました。
近藤さんからは県内で発生した小学生がケガ

をした事故の件数（右表）を教えていただきま
した。例年は自転車運転中の事故が多いとのこ
とですが、昨年は自動車同乗中の事故が多かっ
たとのことで、下のようなお願いがありました。

神谷さんからはクイズやビデオを交えながら自転車の安全な乗り方について教えていただきまし
た。最後に「自転車の点検」についてのキーワード「ぶたはしゃべる」の意味を確認しました。私
は始めて聞く言葉でした。「ブレーキ・タイヤ・ハンドル・しゃたい（車体）・ベル」だそうです。
ご家庭でもお子さんと一緒に自転車点検をしてみてください。

子どもの頃は何事も経験することが大切です。時には失敗することもあります。しかし、その中
で子どもなりに考え、乗り越え、そうして成長していくものであると思います。しかし、交通事故
は、「事故にあって考え、学ぶ」という理屈は通用しません。その事故で命を落とすこともありま
すから。私は若かった頃、交通事故にあいました。優先道路を走る私は、一時停止をせずに横断し
ようとして飛び出してきた自動車に衝突されました。この時はオートバイでしたので、ケガも大き
く１ヶ月半ほど入院し、退院後もリハビリを続けることになりました。腕には大きな傷跡が今も残
っています。それでも生きててよかったとつくづく思います。
横断歩道を渡っているのに衝突されたり、青信号を渡っていたのに跳ねられたりするなど、ルー

ルを守っていても事故になったというニュースがたびたび聞かれます。なんともやりきれません。
交通ルールを守ることは当然として、加えて周囲の状況に気を配り、交通事故にあわないようにし
なければなりません。交通安全やきまり、ルールについてご家庭でも話題にしてみてください。

☆愛知県内の小学生の交通事故（令和５年）
・小学生がケガを負った事故 ７２５人
うち自動車同乗中 ５８人

自転車運転中 ４５人
歩行中 ３０人

☆愛知県内の交通死亡事故（10月2日現在）
・１０１件
東京都（１０３件）についで第２位

☆自動車に乗る時は必ずシートベルトをする。
身長が１３０㎝未満であればチャイルドシ
ートを使うとよい。



花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和６年１０月８日 №４８

心が温まります
朝、７時４０分くらいのことでした。すでに登校し、ランドセルなどを教室に置いた６年生の子

たちが再び正門付近にやってきました。その後もその付近を通る子たちと挨拶をしたり、会話をし
たりしていましたが、なかなかその場を離れませんでした。数分後、この子たちがここにとどまっ
ていたのはある子を待つためであったことがわかりました。

この子たちが待っていたのは同じくクラスで、松葉杖を使っている子でした。駐車場まで自動車
で送ってもらったようでしたが、その子を見つけるやランドセル等を持ってあげ、隣に付添ながら
玄関の扉を開けるなどして、教室の方へ向かっていったのでした。

これまでも似たようなことがありました。近くにいた子が、大変そうな子を支える場面を何度も
目にしました。今回は、少し違っていて、たまたまそのような場面に遭遇したのではなく、すべて
を想定した上での行動でした。そして、次の日も同じように松葉杖の子を待つ６年生の姿がありま
した。上の写真はこの時のものです。担任によると松葉杖で登校した翌日からお手伝いが始まった
ようです。

この様子を登校する他学年の子どもたちも見ていました。これまでも6年生の気持ちのよい行動
を見てきたことでしょう。下級生はこのような６年生の姿を見て、「6年生ってすごいな」「わたし
もまねしたい」そんな気持ちになっていると思います。だからこそ同じような場面が広がって、心
温まる行動が広がっているのだと感じます。本当に有り難いことです。

いよいよ小学校生活最後の１年も折り返しに入った６年生です。あと半年、６年生がどのように
過ごしていくのか本当に楽しみです。



花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和６年１０月９日 №４９

手話教室

３年生の福祉実践教室。今回
は手話教室の開催です。講師と
して内藤様、野々山様に来てい
ただき、手話についてクイズや
実技を取り入れながら楽しく教
えていただきました。

「手話はどの国に行ってもでも
通用する。○か×か」というク
イズがありました。答えは×で、
日本には日本の手話、韓国には
韓国の手話など、その国独自の
手話があり、世界共通のもので
はないことに子どもたちは驚い
ていました。

また、聴覚障がいの方とコミ
ュニケーションをとるために手
話以外にも筆談、口話、空書な
どがあることを学び、その一部
を体験しました。教室の仲間に
うまく伝えられ、嬉しそうな表
情が見られました。

そのような中、本校の伊庭先
生は手話を使って講師の方とコ
ミュニケーションをとっており
ました。聞くところによると、
手話の勉強をされたそうです。
習得するまでに3年ほどかかっ
たとのことですが、今では普通
に使いこなすことができるそう
です。福祉を学ぶ3年生の子ど
もたちにとって大変心強い存在
です。

最後は手話でお礼「ありがと
うございました」を伝え、教室
を閉じましたが、その後、講師
の先生方のそばに行って、手話
で伝えたり、手話を見てもらっ
たりしていました。貴重な経験
ができたと思います。



花咲く明日を
～ 吉浜小学校だより ～ 高浜市立吉浜小学校

令和６年１０月１１日 №５０

令和６年度前期終了

本日、通知表を持ち帰ります。ＡやＣの数は保護者のみ
なさんも気になるところではあると思います。しかし、よ
く頑張ったところを認め、これから頑張らなければならな
いところをお子さんと一緒に確認するそんな見方をしてい
ただけるとありがたいと思います。そして、この前期を振
り返って、お子さんと話していただき、できなかったこと
よりもできるようになったことについてしっかり認めてあ
げてほしいと思っています。結果よりもその過程を認める、
褒める方が子どもの意欲やチャレンジ心を高めるものです。
よろしくお願いします。

＜3年 高橋杏奈さん＞
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て
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